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青 年 期 の 親 準 備 性
一 子育て経験者 との比較 一
中 嶋 律 子　1),後 藤 宗 理　2)
要 約
子育て経験者との違いか ら、近い将来親になる可能性のある青年期男女の親になることへの意識の特徴を明ら
かにすることを目的に、青年期男女684名 と保育園 ・小学校に通 う子 どもをもつ親(子育て経験者)923名 を対象に
アイデンティティと親準備性に関する調査を実施 した。有効回答の得られた青年422名 と子育て経験者224名 につ
いて分析 した結果、子育てを経験 している男女 にくらべ、青年では子育てへのイメー ジから親になることへの意
識が形成されているために、親になることの意義よりも、子どもの養育や親 になることへの要件への意識が高 く、

































親期(青 年期)に おける、価値的 ・心理的態度や、行動







Ⅲ.研 究 方 法
1)調 査期間と対象
2008年4月 から5月 に調査を実施 した。対象は、関
東 ・中部地区3都 県内5大 学の人文社会 ・教育 ・理工
1)名 古屋市立大学看護学部
2)名 古屋市立大学大学院人間文化研究科
系学部の大学生男女619人 と関東 ・中部 ・関西地区在
住の20歳代前半で独身の社会人65人 の計684人(以 下、
青年 とする)と 、中部地区の保育園 ・小学校 に通 う子
どもをもつ親(以 下、子育て経験者 とす る)923人 で
ある。青年の440人(回 収率64.3%)と 、子育て経験者
の230人(回 収率24.9%)か ら回答を得た。










3)分 析 方 法
尺度に未回答項目のあったものと年齢が無回答 もし
くは30歳代の男女を除く、青年422人 と子育て経験者
224人 を分析の対象 とし、因子分析(主 因子法)とt

















1)対 象 の属 性
男 女 の 割 合 は 、 青 年 で は男 性164人(38.9%)、 女 性
257人(60.9%)、 子 育 て経 験 者 で は男性53人(23.7%)、
女 性171人(76.3%)と い う結 果 で 、 い ず れ も女 性 の 割
合 が高 くな って い た。
年 齢 は、 青 年 が平 均19.4歳(標 準 偏 差1.5)、 子 育 て
経 験 者 は35.2歳(標 準 偏 差7.0)で あ った 。 そ の 他 、
子 育 て 経 験 者 の 子 ど も の平 均 人 数 は2.0人(標 準 偏 差
0.9)で 、 第1子 の平 均 年 齢 は4.8歳(標 準 偏 差5.3)で
あ った。
2)青 年 と子 育 て経 験 者 の 比 較
ア イ デ ンテ ィテ ィにつ いて 見 る と、 表2に 示 した と
お り、[ア イ デ ンテ ィ テ ィ の基 礎]の 得 点 の平 均 が 青
年 で23.07(標 準 偏 差5.53)、 子 育 て経 験 者 で は27.91
(標 準 偏 差5.86)、[ア イ デ ンテ ィ テ ィ の確 立]の 得 点
の平 均 は青 年 で26.34(標 準 偏 差5.21)、 子 育 て経 験 者
で は27.45(標 準 偏 差4.80)と い ず れ の 下 位 尺 度 に お
い て も子 育 て経 験 者 の得 点 が 有 意 に高 か っ た。
次 に、 子 育 て経 験 者 につ いて 親 準 備 性 尺 度 の 質 問 項
目に つ い て因 子 分 析(主 因 子 法 、 バ リマ ック ス回 転)
を行 った結 果 を表3に 示 した。 表4に 示 した親 準 備 性
尺 度 と比 べ る と、 ほ ぼ同 様 の構 造 と な って い た た め、
各 因 子 に は、 親 準 備 性 尺 度 の下 位 尺 度 と同 じ因 子 名 を
命 名 した。 各 因 子 を構 成 す る項 目 を見 る と、 青 年 で は
[子 ど も の養 育]に 含 ま れて い た 「子 ど もの成 長 を見 守
り支 え に な る こ と」 「子 ど もに愛 情 を 持 ち大 切 に す る
























































まれ る 「自分の学習の機会」 が、子育て経験者では
[親になることの意義]で.38、[親 になることの要件]
で.39、[世 代の継承]で.39と3つ の因子で同程度の因




なることの意義]で は.89、[子 どもの養育]で は.88、
[親になることへの負担感負担感 ・不安感]で は下83、
[親になることへの要件]で は.79、[世 代の継承]で は.





とにt検定を行 った結果、表5に 示 したように、[親 に
なることへの意義]で は青年が平均39.00点(標 準偏差
6.09)、 子育て経験者が40.25点(標 準偏差5.43)と 子
育て経験者のほうが高 くなっていた。[子 どもの養育]、
[親になることへの負担感 ・不安感]、[親 になること


















項 目が、子育て経験者では[親 になることの意義]に 含
まれていた点 については、青年 は親になることをイメー
ジして回答 しているために、「親 になることの意義」 と
して親 になることが自分 自身にもたらすメ リットと評価
している部分 と、「子どもの養育」 という親 としての機
能 と捉えている部分 となっていたのに対 し、子育て経験
者では、現在の子育てを通 して実感 している 「親になる
ことの意義」 と、親 として子 どもを育てる使命感 として

























基本的不信」や 「自律性 対 恥・疑惑」が達成 されてい
ないことが、成人期のそれである 「生殖性 対 停滞」の
達成状況に影響を及ぼしているのではないかと考え られ
た。 ここでいう 「生殖性」 とは産むことを意味する包括
的なものであり、世代か ら世代へと産まれてゆ くあらゆ
るものを意味 してお り14)、その1つ に子どもがある。 ま
た、成人期の徳である 「世話」は、愛、必要あるいは偶
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Comparison of the Views held by Adolescents and 
      Child-rearing Adults on Parenting
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                                      Abstract 
 The purpose of this study is to highlight the characteristics of the views on parenting during ado-
lescence by comparing adolescents with child-rearing male and female adults. The Identity Scale by 
Shimoyama was used to construct the questionnaire, and the questions were relevant to views on par-
enting. The questionnaire was distributed to 648 male and female adolescents and 923 male and female 
parents. The results of the analysis show that adolescents tend to think a lot  about  child bearing and 
the requirements of becoming parents. In addition to this, the anxiety to become a parent was  caused 
mainly by their image of parenting. Further, it was determined that  adolescents who lacked basic 
trust or autonomy were more anxious about becoming parents. 
Key Words: adolescence, parenting, cognition
